
妊娠とくすり

《編集後記》活躍する薬剤師を紹介しています。今後も様々な事業を企画してまいり
ます。ご要望などございましたら、下記の事務局までご連絡お願いいたします。

《発行》　公益社団法人　神奈川県病院薬剤師会
　　〒235-0007　横浜市磯子区西町14-11　神奈川県総合薬事保健センター 4階
　　TEL：045-761-3345　FAX：045-761-3347
　　インターネットアドレス　http://www.kshp.jp/

聞いて安心

知って安心

あなたのくすりと健康
●薬の正しい飲み方～噛み砕いて飲んではいけないの？～…川崎幸病院　薬剤科　勝亦 秀樹
●クスリと笑える話・笑えない話…さがみ野中央病院　薬剤科　神谷 昌子
●妊娠とくすり…相模台病院　薬剤部　山谷 和花

＜表紙写真＞ 湘南藤沢徳洲会病院　薬剤部　増尾　昌則　
当院の外来化学療法室では、ホルモン療法以外の抗がん剤治療を受ける全ての患者様に服薬指導を行ってい
ます。また、その日に処方された薬は、担当薬剤師が患者様に直接お渡ししています。服薬指導の中で副作
用をチェックし、医師へ支持療法を提案することを通じて、安全で効果的な抗がん剤治療が受けられるよう
支援しています。

患者様に対する服薬指導

4 1

音声コード2013 年 6 月発行
公益社団法人　神奈川県病院薬剤師会

　妊娠中にくすりを使用することはお腹の中の赤ちゃんのことを考えると心配になる方が
多いと思います。もちろん不要なくすりの使用は避けるべきですが、母親の病気をくすり
で治療することが赤ちゃんにとっても重要である場合もあります。妊娠中は不安になるこ
とも多いと思いますが、正しい情報に基づき適切にくすりを使用することが大切です。

　妊娠中にくすりや放射線などの曝露を受けていない場合でも流産は稀なものではなく、
自然流産率は15％ほどでみられます。また、先天異常の自然発生率は3～5％です。ほと
んどのくすりはそのような先天異常の自然発生率を高めることはありません。先天異常の
発生率を高めるような危険なくすりは、あらかじめ使用中は妊娠を避けるように説明いた
します。例えば妊娠に気付かずに風邪ぐすりや胃ぐすりなどを通常の範囲で使用していた
としても、問題がない可能性が高いでしょう。

　妊娠中や妊娠を希望している方でくすりに関する不安を抱えている場合は専門家に相談
することで無用の心配を取り除けるかもしれません。まずはかかりつけの医師や薬剤師に
相談してみてください。また、厚生労働省事業「妊娠と薬情報センター」に相談してみる
のもいいでしょう。詳しくはホームページ（http://www.ncchd.go.jp/kusuri/）をご参照
ください。

相模台病院　薬剤部　山谷 和花

第 18回神奈川県病院薬剤師会　一般市民のためのくすり講座
「もっと知りたいくすりのはなし」

日　時：2013年7月28日（日）12時30分～15時30分　（開場12時20分）
場　所：横浜情報文化センター6階　情文ホール（横浜市中区日本大通11番地）
入場料：無料（先着順・定員230名）　どなたでもご自由に参加できます。

12時30分～14時（先着順）　薬剤師による無料お薬相談
講演Ⅰ：14時00分～14時30分
　　　『妊娠とくすり　～この薬、飲んでも大丈夫？～』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相模台病院　薬剤部　山谷　和花
講演Ⅱ：14時30分～15時30分
　　　『小児期接種ワクチンの大切さと一般的な知識』
　　　　　　　　　　　　横浜市立大学附属市民総合医療センター　
　　　　　　　　　　　　　　　小児総合医療センター　准教授　森　雅亮　先生
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